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ひらつか防災まちづくりの会が発足しました！ 

自分たちのまちは自分たちで守ろう！･･･ご参加をお待ちします。 

 

 関東大震災から８０年。南関東は再び大地震が頻発する時期に入りました。 

東海地震と南関東直下地震が切迫しており、このままでは大きな被害が出ま

す。阪神淡路大地震の教訓からも、家屋の耐震補強や初期消火、災害弱者支

援など地域防災が急務です。 

 今年に入り、平塚では NPO（非営利組織）、自治会、ＰＴＡなどによる防

災活動が活発になりました。防災まち探検、防災を考える会、耐震補強請願

（６月に市議会で趣旨採択）、全国ＮＰＯ祭防災イベント、防災キャンプ、各

種防災講演会などが取り組まれています。 

 平塚の地域防災は、各地域のＮＰＯや国の中央防災会議からも注目されて

います。 

事態が切迫していることから、このたび、様々な個人・グループが連携し

て、＜ひらつか防災まちづくりの会＞を設立し、力を集中して地域防災を進

めることとしました。 

この会は、どなたにも開かれています。 

みなさまのご参加をお待ちしています！ 

平成１５年９月 ひらつか防災まちづくりの会 

       

 

 

 

 

 

私たちは、あらゆる個人・グループの協力を受け入れ、私たちもまた協力・支援します。

 
 
 
                  

ひらつか防災まちづくりの会／発行 

代表：篠原憲一 平塚市見附町５－７－８０４

＜協力団体＞（順不同） 

防災を考える会／地域防災を進める会／ひらつか災害ボランティア／花水防災ボ

ランティア／ＳＣＮクラブ／ナパサクラブ／ＮＰＯ法人みんなでつくる平塚／Ｎ

ＰＯ法人東京いのちのポータルサイト。以下予定：まち国際部／自治会／その他
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いま私たちにできる事は？ 
防災を考える会 

防災探検まちあるき 
花水防災ボランティア 

災害時ボランティアセンター運営訓練 
ひらつか災害ボランティア 

防災講演会 
 地域防災を進める会 

 本年６月以降、小中学校 PTA 有志、自治会、NPO などにより、活動が展開され、防災まちづくり活

動が高まりを見せています。８月には、こうした活動を発展・連携させるために、各グループのメンバ

ーが集まり、＜ひらつか防災まちづくりの会＞が設立されました。 

●6 月 3 日 お母さんのための防災教室 （花水地区子ども会育成会連絡会／みんなでつくる平塚） 

●6 月 11 日 耐震補強政策を求める請願（⇒趣旨採択）  （地域防災を進める会） 

●6 月 21 日 防災倉庫を探検しよう（花水防災ボランティア） 

●6 月 28 日 第一回防災を考える集い（昼、夜二回）  （防災を考える会／地域防災を進める会） 

●7 月 6 日 全国ＮＰＯ祭イベント＝大地震を迎え撃つ  （ＮＰＯ法人みんなでつくる平塚） 

●7 月 19-20 日 松風町地区ＤＩＧ(防災まち探検)  （花水防災ボランティア／防災を考える会） 

●7 月 23 日 龍城地区ＤＩＧ（防災まち探検）  （花水防災ボランティア） 

●8 月 9 日 第二回防災を考える集い （考える会） 

●8 月 14 日 防災特別番組 （湘南ケーブル TV、ＦＭ湘南ナパサ／地域防災を進める会） 

●8 月 21 日 菫平地区ＤＩＧ（防災まち探検）  （花水防災ボランティア） 

●8 月 23 日 防災講演会 （（社）進和学園／地域防災を進める会） 

●8 月 27-28 日 袖が浜地区ＤＩＧ(防災まち探検）  (花水防災ボランティア／防災を考える会)  

●8 月 30 日 ひらつか防災まちづくりの会設立 

●9 月 6 日 ナパサクラブ定例会防災講演 （ナパサクラブ／地域防災を進める会） 

●9 月 20 日 ＤＩＧ（防災まち探検）総括集会  （花水防災ボランティア） 

●9 月 20 日 防災勉強会＝今わたしたちに出来る事は？ （防災を考える会） 

●9 月 28 日 花水台自治会による防災集会 （防災を考える会） 
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ひらつか防災まちづくりの会・今後の活動予定 
～こんなことを考えています～ 

★ 緊急対策＜９月～１２月＞ 
   地域小集会・家庭防災会議など、各家庭でできる最低限の対策の普及・実施。 
★ 普及啓発事業＜９月～３月＞ 

・ ニュースの発行、地元紙・放送等との連携による防災キャンペーン 
・ 防災イベント  

たちあげ集会（１０月１３日） 
連続防災講演会「神戸からのメッセージ」（１６．１．２２～２６） 
 阪神淡路大震災の語り部である長岡照子さんにおいでいただきます。 

★ 耐震補強モデル事業 簡易耐震補強の実例をつくり、仕組みづくりを検討します 
★ 地域防災事業＜９月～３月＞ 
   ブロック塀改修・延焼防止・災害弱者支援（高齢者/福祉施設/在日外国人等） 
   防災ボランティアの事前確保など・・・一つでも前に進めたいと思います 
★ IT 防災事業（地域防災での IT 活用実験）＜９月～３月＞ 
★ コミュニティ防災計画の作成と総括会開催＜３月＞ 

Ｎ
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ひらつか防災まちづくり・たちあげ集会 

自分たちのまちは自分たちで守る！  
 

●日時：１０月１３日（月）１４：００～１６：３０（１３：３０開場） 

●会場：市民活動センター２階（ＡＢ会議室） 

●主催：ひらつか防災まちづくりの会 

 

 

 

 

＜第一部＞  １４：００～１５：２０ 

■主催者あいさつ：篠原 憲一（ひらつか防災まちづくりの会代表） 

■５：４６衝撃の映像：１９９５．１．１７阪神淡路大震災を再現します 

■記念講演 

  ●澁谷 和久さん（内閣府防災担当企画官） 

   「大地震をめぐる状況と防災まちづくり～地域防災を進めよう！」 

  ●安井 潤一郎さん（早稲田商店会長／ 

            ＮＰＯ法人東京いのちのポータルサイト理事長） 

 「こうなったら、やるっきゃない～自分たちのまちは自分たちで守ろう！」 

■平塚での取組み経過と今後の活動計画 

  ●木谷 正道（ひらつか防災まちづくりの会副代表） 

＜第二部＞ 自由な意見交換 １５：３５～１６：３０ 

    

 

■ 懇談会にもどうぞ！■ 

会終了後（17:00～）、講師を囲む懇談会を開催します（３０名程度）。 

会場：龍園３階ホール（平塚駅西口葦ビル） 会費：３０００円（飲食含め） 

参加ご希望の方は、事前にご連絡ください。 

連絡先： 篠原（代表）     TEL/FAX 0463-34-4094 

     柏木（事務局）    kshiwagi@aol.com（E メール） 

プ ロ グ ラ ム 


